
 

 

 

令和６年度大阪府公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 数学 解答用紙 （４枚のうち１） 

（解答及び解答に至る過程はすべて, 解答用紙に記入すること。） 

 ３  

 

（1） 

𝑍1 = −1+ √3𝑖 ，𝑍2 = 1 + 𝑖 とおく 

|𝑍1| = 2より  𝑍1 = 2(−
1

2
+
√3

2
𝑖) = 2(𝑐𝑜𝑠

2

3
𝜋 + 𝑖𝑠𝑖𝑛

2

3
𝜋) 

|𝑍2| = √2より  𝑍2 = √2(
1

√2
+
1

√2
𝑖) = √2(𝑐𝑜𝑠

𝜋

4
+ 𝑖𝑠𝑖𝑛

𝜋

4
) 

𝑍1
𝑍2
=
2

√2
{𝑐𝑜𝑠 (

2

3
𝜋 −

𝜋

4
) + 𝑖𝑠𝑖𝑛 (

2

3
𝜋 −

𝜋

4
)} 

   = √2(𝑐𝑜𝑠
5

12
𝜋＋𝑖𝑠𝑖𝑛

5

12
𝜋) 

よって，(
𝑍1
𝑍2
)
9

= (√2)
9
(𝑐𝑜𝑠

5

12
𝜋 × 9＋𝑖𝑠𝑖𝑛

5

12
𝜋 × 9) 

       = 16√2(𝑐𝑜𝑠
15

4
𝜋 + 𝑖𝑠𝑖𝑛

15

4
𝜋) 

       = 16√2(
1

√2
−
1

√2
𝑖) 

       = 16 − 16𝑖 
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令和６年度大阪府公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 数学 解答用紙 （４枚のうち２） 

（（２）（イ）は， 解答及び解答に至る過程をすべて, 解答用紙に記入すること。（２）（ア）は答えのみでよい。） 

 ３  

（２）（ア） 

   𝑦 = −
1

𝑒
(𝑥 − 1) + 𝑒  

（２）（イ） 

Ａにおける法線の方程式は，  𝑦 = −
1

𝑒
(𝑥 − 1) + 𝑒 

∴ 𝑦𝑒 = −𝑥 + 1 + 𝑒2…① 

同様にして，Ｐにおける法線の方程式は，  𝑦 = −
1

𝑒𝑡
(𝑥 − 𝑡) + 𝑒𝑡 

∴  𝑦𝑒𝑡 = −𝑥 + 𝑡 + 𝑒2𝑡…② 

これらを連立させて，②−①より  𝑦(𝑒𝑡 − 𝑒) = (𝑡 − 1) + (𝑒𝑡 − 𝑒)(𝑒𝑡 + 𝑒) 

∴ 𝑦 =
𝑡 − 1

𝑒𝑡 − 𝑒
+ 𝑒𝑡 + 𝑒…③ 

ここで，𝑓(𝑥) = 𝑒𝑥とおくと，微分の定義より 

𝑙𝑖𝑚
𝑡→1

𝑓(𝑡) − 𝑓(1)

𝑡 − 1
= 𝑓′(1) = 𝑒 

よって，③の 𝑦 について， 𝑙𝑖𝑚
𝑡→1

𝑦 =
1

𝑒
+ 2𝑒…④ 

これを①の y に代入すると，𝑒 (
1

𝑒
+ 2𝑒) = −𝑥 + 1 + 𝑒2  ∴ 𝑥 = −𝑒2 

よって，𝑡 → 1のときにＱが近づく点Ｑ
1
とすると 

Ｑ
1
(−𝑒2，

1

𝑒
+ 2𝑒)である。したがって， 

𝑙𝑖𝑚
𝑡→1

𝐿(𝑡) =ＡＱ
1
 

       = √(−𝑒2 − 1)2 + (
1

𝑒
+ 2𝑒 − 𝑒)

2

 = √(𝑒2 + 1)2 + (
1

𝑒
+ 𝑒)

2

 

       = √𝑒4 + 2𝑒2 + 1+
1

𝑒2
+ 2 + 𝑒2   = √𝑒4 + 3𝑒2 + 3 +

1

𝑒2
 = √

𝑒6 + 3𝑒4 + 3𝑒2 + 1

𝑒2
      

       =  
√𝑒6 + 3𝑒4 + 3𝑒2 + 1

𝑒
   =    

√(𝑒2 + 1)3

𝑒
   =    

(𝑒2 + 1)√𝑒2 + 1

𝑒
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令和６年度大阪府公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 数学 解答用紙 （４枚のうち３） 

（解答及び解答に至る過程はすべて, 解答用紙に記入すること。） 

 

 ４  

 

（1） 

Ｐ (cosθ，sinθ)とおき，△ ABPの重心をＧ ( X，Y )とおくと， 

X =
1 + 2 + cosθ

3
= 1 +

cos𝜃

3
 

Y =
1 +

1
2 + sinθ

3
=
1

2
+
sin 𝜃

3
 

∴ PG
2
= {cosθ− (1 +

cosθ

3
)}

2

+ {sinθ− (
1

2
+
sinθ

3
)}

2

 

    = (
2

3
cosθ− 1)

2

+ (
2

3
sinθ−

1

2
)
2

 

   = 1 +
1

4
+
4

9
−
4

3
cosθ−

2

3
sinθ 

   =
61

36
−
2

3
(2cosθ+ sinθ)・・・（ ∗） 

したがって，2cosθ+ sinθが最大のときＰＧは最小となる。 

 

三角関数の合成より 

 2cosθ＋sinθ = √5cos(𝜃 − 𝛼) (ただしαは、cosα =
2

√5
, sinα =

1

√5
を満たす鋭角) 

 と，変形できるから，(∗)からＰＧはθ =αのとき最小で，このときＰ( 
2

√5
 ，

1

√5
 ) 
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令和６年度大阪府公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 数学 解答用紙（４枚のうち４） 

（解答及び解答に至る過程はすべて, 解答用紙に記入すること。） 

 ４ （続き） 

（２） 

𝑓 (
𝑒𝑥 − 1

𝑘
) = {

   
𝑒𝑥 − 1

𝑘
     ( 0 ≦  

𝑒𝑥 − 1

𝑘
 ≦  1 のとき )   

       0       ( 
𝑒𝑥 − 1

𝑘
< 0，1 <

𝑒𝑥 − 1

𝑘
 のとき )

  より， 

0 ≦
𝑒𝑥 − 1

𝑘
≦ 1 を解くと，0 ≦ 𝑥 ≦ log(𝑘 + 1)から， 

𝑓 (
𝑒𝑥 − 1

𝑘
) = {

    
𝑒𝑥 − 1

𝑘
      ( 0 ≦  𝑥 ≦ log(𝑘 + 1) のとき )    

     0         ( 𝑥 <  0 ， log(𝑘 + 1)  < 𝑥 のとき )
 となる。 

（ⅰ） log(𝑘 + 1) < 2 すなわち，𝑘 ≦ 6 のとき、・・・（※） 

     ∫ 𝑓 (
𝑒𝑥 − 1

𝑘
)

2

0

𝑑𝑥 =  ∫
𝑒𝑥 − 1

𝑘
𝑑𝑥 +∫ 0 𝑑𝑥 

2

log(𝑘+1) 

log(𝑘+1) 

0

 

                     =  [ 
𝑒𝑥 − 𝑥

𝑘
 ]
0

log(𝑘+1) 

 =  
𝑘 − log(𝑘 + 1)

𝑘
 

  （※） log(𝑘 + 1) < 2 のとき，  𝑘 < 𝑒2 − 1 

                 2.72 < 𝑒2 < 2.82 より，6.29 < 𝑒2 − 1 < 6.84 で，𝑘は自然数だから 

（ⅱ） log(𝑘 + 1) ≧ 2 すなわち，𝑘 ≧ 7 のとき， 

     ∫ 𝑓 (
𝑒𝑥 − 1

𝑘
)

2

0

𝑑𝑥 =  ∫
𝑒𝑥 − 1

𝑘
𝑑𝑥

2

0

 

                     =  [ 
𝑒𝑥 − 𝑥

𝑘
 ]
0

2

    =  
𝑒2 − 3

𝑘
 

（ⅰ）（ⅱ）より， 

  ∫ 𝑓 (
𝑒𝑥 − 1

𝑘
)

2

0

𝑑𝑥 =

{
 

  
𝑘 − log(𝑘 + 1)

𝑘
   (1 ≦ 𝑘 ≦ 6 のとき)

   
𝑒2 − 3

𝑘
         (𝑘 ≧ 7 のとき)
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